
第
３
回
日
南
病
院
あ
り
方
検
討

委
員
会
を
、
令
和
５
年
８
月
29
日

（
火
）
福
祉
保
健
課
研
修
室
で
行

い
ま
し
た
。
今
回
の
委
員
会
で
は
、

◼

前
回
（
第
２
回
）
委
員
会
の
振

り
返
り
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

◼

職
員
に
よ
る
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
結

果
に
つ
い
て

◼

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に

つ
い
て

◼

検
討
事
項
①
「
新
病
院
の
規

模
・
機
能
」
に
つ
い
て

◼

検
討
事
項
②
「
移
転
先
対
象
エ

リ
ア
要
件
の
評
価
」
に
つ
い
て

以
上
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
、
確

認
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

の
病
院
だ
よ
り
で
は
、
次
の
３
項

目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

①

検
討
事
項
①
「
新
病
院
の
規

模
・
機
能
」
に
つ
い
て

町は大きなホスピタル
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休診の連絡や
予防接種など
いち早く情報
発信します。

引き続き、感染症拡大防止にご協力ください！

のどが痛くて、診察して

ほしいんですが・・・。

せき 、のどの痛み、鼻水、発熱等の
症状がある方は、必ずご来院前にお電話で
日南病院【電話82－1235】へご相談ください！

ご来院前に、まずは
お電話でご相談ください。

「無医地区」へ「巡回診療」を実施予定！

「無医地区」とは、「医療機関のない地域で、
地区の中心的な場所を起点として、おおむね半径
４㎞の区域内に５０人以上が居住している地区で
あって、かつ容易に医療機関を利用することがで
きない地区」のことで、わかりやすく言うと「近
くに病院がない、交通の便が悪い地区」のことで
す。

厚生労働省が全国の医療実態を確認するために
３年に１回「無医地区」に関して調査されており、
直近では令和４年１０月に調査され、日南町上萩
山地区が「無医地区」に認定されたことを受け、
日南病院は上萩山地区に巡回診療を実施する予定
です。
詳しくは、決まり次第お知らせします。

巡
回
診
療
所

日南病院の新しい取り組み！

近くに医療機関がなくて困るな～。

～
新
病
院
の
規
模
・
機
能
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
‼
～

・オンライン診療

近隣病院

日野病院、

西伯病院等

歯科・口腔ケア

入院機能

急性期（一部地域包括ケア病床） + 慢性期

外来機能

・かかりつけ医機能

・救急医療の充実

・総合診療医体制の確立

在宅医療機能

・訪問口腔ケア

・訪問看護

・訪問診療

・訪問リハビリ

・訪問歯科

介護

予防

地域包括支援

院外薬局

専門科診療

・鳥取大学

・米子市内の

高度急性期病院

連
携

連
携

新日南病院の機能と連携（案）

•町内に唯一の歯科医院
と連携の体制を協議し
ています。

•

在
宅
で
の
介
護
が
困
難
な
患
者
が
一
時
入
院
（
レ
ス
パ
イ
ト

入
院
）
で
き
る
機
能
（
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
）
。

•

医
療
ケ
ア
が
必
要
な
患
者
が
長
期
入
院
が
で
き
る
機
能
。

（
医
療
療
養
病
床
）

以
上
の
機
能
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

◆

新
日
南
病
院
の
機
能
と
連
携
（
案
）

•

新
病
院
の
規
模
・
機
能
が
現
状
の
ま
ま
で
良
い
の
か
、

こ
れ
か
ら
の
日
南
町
の
人
口
減
少
や
、
感
染
症
等
に
対

応
す
る
病
院
と
な
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
変
化
が
必
要

な
の
か
協
議
し
ま
し
た
。

•

新
病
院
の
機
能
と
連
携
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ
い
た
イ

メ
ー
ジ
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

（案１） （案２）

令和１２年の将来患者数を
見込んだ病床数

高齢者の急性憎悪への対応と救
急医療を充実した病床数

病床数 ６０床 病床数 ７０床から７５床

一般
病棟

２０床
（一部 地域包括ケア

病床）

一般
病棟

３０床から３５床
（一部 地域包括ケア

病床）

医療療養
病棟

４０床
医療療養
病棟

４０床

病床機能 急性期（一部、回復期）慢性期

【メリット】
• 一般病床は２０床とし、平均在院
日数の短縮化を図る。

【メリット】
• 高齢者が在宅で急変したときや、
救急車の受入れをに積極的に受け
入れことができる。

【デメリット】
• 高齢者のレスパイト入院、感染症
拡大時に受け入れる病床が不足す
る可能性がある。

• 一般病床数が大幅な減少となる

【デメリット】
• 職員の確保が求められる。

•

こ
の
図
の
よ
う
に
機
能
と
連
携
を
よ

り
強
化
し
な
が
ら
、
町
内
唯
一
の
医

療
機
関
と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
の
中

核
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

•

将
来
の
患
者
数
予
測
を
も
と
に
左
の
比
較
表
の
よ
う
に

病
床
数
60

床
、
病
床
数
70

～
75

床
と
し
た
場
合
の

比
較
を
行
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
が
見
え
、
新
病
院
の
病
床
機
能
が
具
体
的
に
確
認
で

き
ま
す
。

◆

新
病
院
に
必
要
な
病
床
機
能
と
は

•

日
南
町
の
高
齢
化
を
考
慮
し
た
医
療
機
能
を
整
備
す
る
。

•

救
急
患
者
を
中
心
と
し
た
急
性
期
患
者
を
受
け
入
れ
る

病
床
の
充
実
（
救
急
告
示
）
。

•

高
度
急
性
期
、急
性
期
の
治
療
が
終
わ
っ
た
、在
宅
復
帰
の

準
備
を
行
う
回
復
期
機
能
（
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
）
。

•

在
宅
・
介
護
施
設
か
ら
状
態
の
悪
化
し
た
患
者
を
受
け
入

れ
る
回
復
期
機
能
（
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
）
。

新病院の病床規模（案）比較表

今日は
上萩山で
巡回診療！

日
南
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会

第
３
回

現在の日南病院の病床機能

病床数 99床

一
般
病
棟

５９床

急性期病床４０床
地域包括ケア病床１９床

療
養
病
棟

４０床

医療療養病床２２床
介護療養病床１８床



③

前
回
（
第
２
回
）
委
員
会
の
振
り
返
り
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て

•

過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
機
器
の
導
入
を

要
望
す
る
声
が
多
い
が
、
導
入
経
費
は
？

•

日
野
病
院
で
は
初
期
費
用
１
億
５
千
万
円
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
年
間
１
千
万
円
か
か
っ
て
お
り
、

年
間
１
，
４
０
０
件
の
検
査
が
必
要
。
日
野
郡
内

に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
２
台
あ
る
と
経
費
的
に
成
り
立
た
な

い
可
能
性
が
あ
る
。
（
孝
田
委
員
）

•

日
野
病
院
と
の
連
携
を
含
め
た
検
討
が
必
要
。

（
委
員
長
）

•

日
南
町
が
作
り
上
げ
て
き
た
「
在
宅
の
支
え
る

力
」
が
落
ち
て
き
て
「
で
き
な
く
な
っ
た
部
分
」

を
、
ど
こ
が
・
ど
う
支
え
る
か
を
町
と
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
（
谷
口
委
員
長
）

•

独
居
化
や
老
老
介
護
な
ど
在
宅
環
境
も
変
化
し
、

在
宅
に
戻
れ
な
い
方
の
施
設
を
作
る
こ
と
は
人
材

的
に
も
適
策
で
は
な
く
、
郡
内
事
業
者
等
と
の
連

携
な
ど
の
検
討
が
必
要
。
（
出
口
委
員
）

•

医
療
だ
け
で
な
く
、
介
護
の
面
で
も
郡
内
連
携
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
（
谷
口
委
員
長
）

②

検
討
事
項
②
「
移
転
先
対
象
エ
リ
ア
要
件
の

評
価
」
に
つ
い
て

•
移
転
先
候
補
対
象
エ
リ
ア
の
選
定
要
件
か
ら

の
検
討
で
は
、
全
18

項
目
に
つ
い
て
評
価
を

行
い
、
移
転
先
は
生
山
地
域
と
霞
地
域
が
高

評
価
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
委
員
の
皆
さ
ま

に
確
認
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
詳
細
な
ご
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

◆

全
18

項
目
の
説
明
は
次
の
通
り
で
す
。

①

救
急
患
者
へ
の
対
応
機
能
の
確
保

•

病
院
と
消
防
署
の
距
離
は
近
い
方
が
効
率
的

で
あ
り
、
米
子
方
面
へ
の
搬
送
が
「
迅
速
に

可
能
」
な
こ
と
、
ヘ
リ
搬
送
に
お
い
て
も
、

防
災
基
地
（
下
石
見
地
内
）
に
近
い
こ
と
が

重
要
。

②

入
院
患
者
等
の
療
養
環
境
の
確
保

•

周
辺
環
境
、
外
部
環
境
、
ど
ち
ら
も
日
南
町

内
に
お
い
て
は
、
療
養
環
境
は
確
保
で
き
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

③

外
来
患
者
の
通
院
利
便
性
確
保
（
町
外
患
者

へ
の
対
応
含
む
）

•

町
営
バ
ス
全
５
路
線
が
す
べ
て
乗
り
入
れ
る

の
は
、
生
山
・
霞
地
内
で
あ
る
。

•

日
野
町
、
新
見
市
神
郷
等
か
ら
良
好
な
ア
ク

セ
ス
が
確
保
で
き
、
買
い
物
、
行
政
機
関
、

文
化
施
設
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
立
地
し
て
い

る
の
は
生
山
・
霞
地
域
で
あ
る
。

④

施
設
自
体
の
安
全
性
の
確
保

•

日
南
町
内
は
一
部
の
地
域
を
除
い
て
警
戒

（
特
別
警
戒
）
区
域
や
洪
水
浸
水
区
域
に
多

く
の
地
域
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
リ
ス
ク
の

な
い
立
地
を
探
す
こ
と
は
困
難
。
「
で
き
る

限
り
効
率
的
に
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る
か
」

と
い
う
観
点
で
立
地
の
検
討
を
す
る
必
要
が

あ
る
。

⑤

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
維
持
・
発
展
の
た

め
の
環
境
確
保

•

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
、

福
祉
行
政
部
門
や
介
護
事
業
者
、
社
協
等
と

の
連
携
は
必
須
。
定
期
的
な
会
議
等
に
参
加

し
や
す
い
生
山
・
霞
及
び
下
石
見
（
あ
か
ね

の
郷
）
が
要
件
合
致
と
考
え
る
。

⑥

各
種
イ
ン
フ
ラ
環
境
の
確
保

•

上
水
道
施
設
は
必
須
。

•

電
気
の
供
給
は
幹
線
沿
い
で
あ
る
こ
と
。

•

燃
料
・
医
療
ガ
ス
等
は
２
車
線
幹
線
道
路
か

ら
の
進
入
を
可
と
す
る
こ
と
。

•

情
報
イ
ン
フ
ラ
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
起

点
（
町
役
場
）
に
近
い
ほ
ど
情
報
処
理
の
多

様
性
は
広
が
る
。

⑦

職
員
住
宅
等
、
勤
務
利
便
性
の
確
保

•

町
外
か
ら
の
通
勤
者
は
米
子
方
面
、
新
見
方

面
に
居
り
、
町
内
通
勤
者
、
職
員
宿
舎
利
用

者
と
合
わ
せ
生
山
・
霞
地
区
が
最
も
便
利
と

い
え
る
。

日南病院だより ２３ 日南病院だより

第
２
回

健
康
教
室
（
糖
尿
病
内
科
）

7

月
28

日
（
金
）
に
第
２
回
健
康
教
室
（
糖

尿
病
内
科
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
今
日
か
ら
で
き
る
‼
食
事
と
運
動
」

と
題
し
て
当
院
の
管
理
栄
養
士
と
理
学
療
法
士
が

講
師
を
務
め
ま
し
た
。

①
「
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
い
い
？
」

管
理
栄
養
士
が
お
答
え
し
ま
す
！

病
気
の
予
防
・
治
療
で
は
食

事
と
運
動
、
そ
し
て
薬
を
使
用

し
た
薬
物
療
法
の
３
つ
を
基
本

と
し
て
健
康
に
留
意
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
食
事
は
①
適
切
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
を
過
不
足
な
く
摂
取

す
る
こ
と
、
②
必
要
な
栄
養
素

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る
こ

と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
身
長

別
標
準
体
重
（
表
１
）
を
ま
ず

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

身
長
別
標
準
体
重
（
表
１
）

で
自
分
の
標
準
体
重
が
確
認
で

き
た
ら
、
標
準
体
重
別
必
要
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
（
表
２
）
で
自
分

の
体
に
合
っ
た
、
１
日
の
必
要

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
確
認
で
き
ま

す
。食

べ
過
ぎ
た
と
き
は
、
次
の

食
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
調
節
す

る
な
ど
、
振
り
返
る
習
慣
が
で

き
る
と
良
い
で
す
ね
。

②
「
体
の
お
悩
み
別

運
動
方
法
」

理
学
療
法
士
が
お
伝
え
し
ま
す
！

こ
の
日
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
も
、
ご
自
分
の
１
日
の
必

要
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
確
認
さ

れ
、
普
段
の
食
生
活
を
振
り

返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

栄
養
や
、
食
事
で
気
に
な

る
こ
と
、
聞
い
て
み
た
い
こ

と
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
管
理

栄
養
士
へ
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

表1
表２

第
１
回
、
２
回
、
３
回
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
議
事
録
、

資
料
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
食
事
・
栄
養
の

プ
ロ
と
言
え
ば
、

管
理
栄
養
士
！

▼
表
を
見
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
を
確
認
中
！

←
←
分解
燃焼

▲参加者の皆さんとラジオ体操で体をほぐしました！
▲体脂肪の話は皆さん
気になりますね。

※

教
室
で
は
他
に
も
色
々

な
運
動
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
具
体
的
な
目
標
を

立
て
、
間
隔
を
空
け
す
ぎ

ず
、
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

①

②

※

体
の
こ
と
や
運
動
に
つ
い
て
聞

い
て
み
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
理

学
療
法
士
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

第３回健康教室
開催のお知らせ

【日時】
令和５年９月２９日（金）

13：30～14：30
【会場】
健康福祉センター（研修室）

【講師】
長谷川木の実（看護師）
浅野博美（臨床検査技師）

【テーマ】

あなたの腎臓を守ろう！
～腎機能低下ってなぁに？～

③

④
◼

次
回
委
員
会
は
10
月
10
日
（
火
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

◼

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
や
、
職
員
に
よ
る
病

院
の
強
み
弱
み
分
析
は
次
月
に
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

➢

個
々
の
活
動
量
に
よ
っ
て

変
わ
り
ま
す
の
で
、
あ
く

ま
で
も
目
安
で
す
。

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦
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